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研究成果の概要（和文）：腰部脊柱管狭窄症は、加齢性変化により発症する疾患であるが、一定距離歩行すると下肢に
疼痛、痺れが生じ歩行が困難になるといった間欠性跛行を主症状とする。しかしながらこれまで腰部脊柱管狭窄症患者
の歩行能力評価については、患者自身の主観的評価に基づくことが多く、定量的な評価が困難であった。そこで本研究
においては腰部脊柱管狭窄症患者の間欠性跛行の可視、定量化と歩容定量化データ、臨床データを統合した新たな生体
医療情報統合技術を構築する事を行った。

研究成果の概要（英文）：Spinal column stenosis is a disease developed by aging-related change. By constant
 distance walks, intermittent claudication such as sharp pain, numbness occur to the lower limbs appears a
nd walking becomes difficult. However the assessment of intermittent claudication was based on a subjectiv
e evaluation of patient oneself until now. In this study the walking of the intermittent claudication in s
pinal column stenosis patient was quantified, and established the new medical care information that integr
ated quantified walking data and clinical data.
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１．研究開始当初の背景 
腰部脊柱管狭窄症は、加齢性変化により

脊柱管内の骨増殖、靭帯肥厚、椎間板突出

などの変性がおこり神経組織が圧迫される

ことで発症する。日本におけるその罹患患

者数は 240 万人と報告されており、非常に

ポピュラーな疾患の一つである。腰部脊柱

管狭窄症の代表的な症状として、間欠性跛

行があり、一定の距離を歩行すると下肢に

疼痛、痺れが生じ歩行が困難になるなど、

QOL を著しく損なう疾患である。しかしな

がらこれまで腰部脊柱管狭窄症患者の歩行

能力評価については、患者自身の主観的評

価に基づくことが多く、トレッドミルを用

いた歩行継続可能距離の測定なども患者自

身の歩行継続可否の陳述で評価されている。

患者の主観によらない客観的な歩行測定方

法には赤外線カメラや床反力計などがある

が、間欠性跛行のような連続的な歩行にと

もなう変化をとらえることはできないのが

現状であった。 
 
２．研究の目的 
腰部脊柱管狭窄症の重症度を他覚的に評

価する方法の開発を本研究の目的とする。 
 

３．研究の方法 
・三軸加速度計を用いた歩容評価方法の確

立 
・歩容評価に加えて、画像診断、臨床評価

指数を加えた統合的医学情報アルゴリズム

の確立 

 

４．研究成果 

・三軸加速度計を用いた腰部脊柱管狭窄
症患者の歩容解析：三軸加速度計を用い
て腰部脊柱管狭窄症患者の歩容の特徴を
明らかにした（Nagai K; J Spinal Disord 
Tech）。 
・医療情報統合：三軸加速度計を用いた
歩容解析情報と自己申告式症状変化、疼
痛点などを統合し、新たな医療情報アル
ゴリズムの作成を行った（Nishiguchi S; 
Telemed J E Health） 
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